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10) R. Ebbighausen， Mono.ρ'ol und Sta副 ，Zur Marx-Re担当btiQnin der Theorie占s
staatsmonotolす'sch印 Kaρitalismus，Suhrkamp Verlag， 1974 


















大戦後の1924年に "Problemeder Zeit "， Die Cesellschaft， i:ntel7wtwnalc Revue fur 
Sozialisn叫!iund Politik， hrsg. R. HilferdIng， Berlin， Bd. 1. 19叫にあらわれ，丸、わゆる
ウアルカ論争は1946年， ウァルプJ著「第二次世界戦争り結果として白資本主義睦B寄り詰変化」
(平館刺娃著 F 般的危機四諸問題一一世界資本主義論争 J封帥文化社. 1949年〉をきっ
かけにしておこり， K・ツィーシヤンクの「国家独占資本主義D若干の理論問題むは， 195年
代後半にあbわれている包 K. Zieschang， Zu einigen theoretisch四 Problemendes staats 
monopolistischen Kapi tali阻:1US，Wirtsι'haf白民issenschaft，Sept..Oct. 1956; Zu einigen 
theoretischen Problemp江主 d田 staatsmonopo1istischen Kapita1ismus in W四t(] f' llts{~h巴 l:mrl， 
Jahrbuch des lnstiwt fiir Wirtsch可t.sWlSS四 schaften，Bd. 1. 1957 
12) 池上惇「日本の国家独占資本土善」汐文社.1968年初版， 58--<:.-o/以下。
































14) 宮本能ー 「社会資本論 l有詣閣. 1同8年初版参照


























16) 島恭章「現代の国家と財政の理論」三ー 書房， 1目。年， 26へージー
17) 論争史白整監については坂野克俊「国家独占資ふ主義論争史J.島，宇高，宇佐美，大幅崎「新
マルクス経済芋講座」第3巻.1972年参照.
























l町大野英二 I} コッカ『戦時の階艇社会一ドイツ社会史1914-18~J 経演論叢116巻-5-6号，池
上梓「ヨー ロッパにおける国家独占資本主議論争によせて」桂商科学通信，第16号(1976年9月)
19) R ヒルファディングむわが国における研究史については，文1献も含めて1 組問|元雄「特暁文
献同蝿編集に関する問題点 ヒルファデイング文献目揖編集に関連して」経済資料研究 No.:1 
197年9月。
























20) R. Hilfcromg， Probleme der Zeit， Die GesellschaJt， Rd. T， 1924， S.2 との論士は前記細
川氏によれば，のちCD1927年キー ル大舎で党の理論として公認された命題，すなわち， "組織資
本主義」論乞展開したものである. また， W ゴーッ}シ十ルヒ著， 保(:t，西尾訳「ヒルファデ
イング」ミネルグァ書房.1973年，第5章参照.
21) Ebeη出， S. 2 
22) Ebenda， S.2 
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23) Ebenda， S.2 
24) 池上惇「国家独占資本主義における『計画化』と『合理化』由意轟について l周「現代日本資
本主義の基本構造」汐文社，国72年， 123ベージ以下参照q また，池上惇「現代資本主義財政論」
有斐閣 1974年， 2田ベ ジ以下におけ忍科学的管理法のM ウェーバーによる評価の論評を参照.





































27) 階級対立よりは主配の祉会学へという展開は.G・ジンメルやM ウェー パー による支配の社
会学の展開のなかで 貫して追求されてきたテー マであり，支配が可能なのは，支配きれる本の
の心理のなかに支配をうけ入れる要素があるとする主張と結びついていた。例えば阿閉吉男「マ
ックス ウヱー パー り政拍社空宇的思考」理想， 1975年 2月号，ヒノレヲァデイングもまた，社会
心理学を組撤の料学として重視しているロ R.Hilferding， a.a. 0.， S.5. 
28) R. Hilferding， a.a. 0.， S.3 
29) Ebenda. S. 3 

























30) 抽上惇「財政危機と住民自治 経済的民主主義と公務労働 J青木書直， 1976年， 66-67 
へー凡
31) R. Hilferding， a. a. 0.， S.3. 
32) E恥nda，S. 4. 

























33) Ebenda， S. 10 
34) Ebenda， S. 8. 
35) Ebenda， S5. 8-9 

























36) M皿 Quaτ.ck，Selbstver唱laltungund Preussische Regierung， Die Gesellschaft. Bd. 1. 
1924， S. 145f 
37) 池上惇「財政危機と住民自治」青木書庖， 1976年表札























































経済年報J(71叢文閣， 193C年， 52へ-:P以下， 51用は 75~ージ。
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